
新年のあいさつ

巳
2013 春春
迎迎

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
市
政
運
営
に
当
た
り
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
が

幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る
「
元
気

な
〝
か
の
や
〞
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
皆
様
と
お
約
束
し
た

『
対
話
』『
改
革
』『
挑
戦
』『
飛
躍
』

の
４
つ
を
基
本
姿
勢
に
、
様
々
な
施

策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

具
体
的
に
こ
の
３
年
間
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
一
つ
目
の
『
対
話
』
に

つ
い
て
は
、「
市
長
と
語
る
車
座
会
議
」

や
、
旧
３
町
の
地
域
づ
く
り
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
地
域
再
生

会
議
」、
産
業
や
市
民
生
活
分
野
等
に

つ
い
て
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
意
見
を
伺

う
「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
会
議
」

な
ど
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
の
声

と
力
を
市
政
に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
『
改
革
』
に
つ
い
て
は
、

第
２
次
の
鹿
屋
市
行
財
政
改
革
大
綱

や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
き
、
職
員
給
与
及
び
定
数

の
適
正
化
に
よ
る
総
人
件
費
の
抑
制

や
、
市
民
参
画
に
よ
る
事
務
事
業
の

外
部
仕
分
け
な
ど
、
中
長
期
の
健
全

財
政
の
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

三
つ
目
の
『
挑
戦
』
に
つ
い
て
は
、

企
業
誘
致
の
推
進
や
、
農
商
工
連
携
・

６
次
産
業
化
へ
の
支
援
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
た
街
づ
く
り
活

動
へ
の
支
援
な
ど
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
中
心
に
、
地
域
を
元
気
に

す
る
産
業
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
制
度
を
小
学
生
ま
で
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
大
隅
広
域
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
医
療
機

能
を
強
化
し
た
ほ
か
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
津
波
を
想
定
し

た
訓
練
や
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定

を
神
奈
川
県
綾
瀬
市
と
締
結
す
る
な

ど
、
危
機
管
理
体
制
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
四
つ
目
の
『
飛
躍
』
の
取

組
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
輝

北
地
区
学
校
統
廃
合
や
花
岡
小
中
一

貫
校
の
整
備
、
文
化
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
よ
る
利
用
促
進
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
交
流
人
口
の
増
加
促
進

の
た
め
、
大
阪
や
福
岡
で
本
市
特
産

品
の
紹
介
や
か
の
や
ば
ら
園
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
ア
ジ
ア
圏
域

へ
の
物
流
・
人
的
交
流
を
見
据
え
て

韓
国
で
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
鹿
屋
体
育
大
学
と
連

携
し
、
プ
ロ
野
球
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
等
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
誘
致

も
行
い
ま
し
た
。
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